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GC条件

System ：GC/MS

Column ： InertCap 5MS/Sil

0.25 mmI.D.×30m df=0.25μm

Column Temp. ： 75℃(1min）→15℃/min→285℃

Carrier Gas ： He 35cm/sec

Injection ： Splitless 1min 1μL

280℃

Detection ： MS/SIMモード

290℃

Derivatization 
Reagent ：BSTFA＋TMCS(99+1)

メラミンの分析例をご紹介します。
メラミンおよび、その関連物質である、シアヌル酸、アンメリン、アンメリドを、 GC/MSにより測定しました。
これらの物質を測定するには、誘導体化が必要となります。一般的な誘導体化の一つであるシリル化を
行ったのち、測定を行いました。

構造式

Structures are created using Chemistry 4-D Draw which is provided
by ChemInnovayion Software, Inc.

標準溶液測定例

GCによるメラミン標準試料の分析

1． Cyanuric acid（m/z345）

2． Ammelide （m/z344）

3． Ammeline （m/z328）

4． Melamine （m/z342）

I.S. 2,6-Diamino-4-chloropyrimidine:DACP （m/z 288)
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アプリケーション検索はこちらから ・・・ https://www.gls.co.jp/technique/app/app_search.html
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InertCap 5MS/Sil 

検量線

検量線の濃度範囲は、0.005mg/L～0.1mg/Lとしました。内部標準物質に、2,6-ジアミノ－4

－クロロピリミジン（DACP）を使用し、内標法により検量線を作成しました。いずれの成分と
も、良好な直線性が得られております。

シアヌル酸（Cyanuric acid）

メラミン（Melamine）

アンメリド（Ammelide）

アンメリン
（Ammeline）

0.000 0.025 0.050 0.075 濃度比
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

面積比

0.000 0.025 0.050 0.075 濃度比
0.0

2.5

5.0

面積比

0.000 0.025 0.050 0.075 濃度比
0.0

2.5

5.0

面積比

0.000 0.025 0.050 0.075 濃度比
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

面積比

内径（ｍｍ） 長さ（ｍ） 膜厚（μm） 最高使用温度（℃） Cat.No.
０．２５ ３０ ０．２５ iso-３２５-Prog.３５０ １０１０－１５１４２


